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背景

• システムや製品の構造が変更されるとプロセスの変更も必
要となる 

- システムのモジュール化により，新たな保証が必要 

• 新しいコンポーネントの流通，企業の合併，組織のマーケ
ティングは常に変更される 

- アーキテクチャ，プロセス，組織には絶え間ない進化が必要 
- ただ，三つの依存性は明らかになっていない
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目的

• アーキテクチャの変化がプロセスに対して，どのような影
響を与えるのかを明らかにする
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影響の考え方

• アーキテクチャはビジネスの観点から動機付けされる 

‣ ビジネス目標が変更されると．．． 

ビジネス目標の変更は三つの変更のうち，いずれかの変化に影響する
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ΔB：ビジネス目標の変更 
ΔA：アーキテクチャの変更 
ΔO：組織の変化 
ΔP：プロセスの変化



ケーススタディ

• ABBの産業用制御システムのリファクタリング 

‣ 10年以上進化を続けている 

• このケースについてビジネスアーキテクチャプロセスを当
てはめて検証
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ビジネス・アーキテクチャ・プロセス

• Step1:組織をスタートさせる 

• Step2:影響を受けるプロセスの要件を見つける 

• Step3:異なるソリューションを分析する 

• Step4:あらゆる戦略を観察する 

• Step5:戦略を決める
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Step1:組織の開始

• 二つの明確なビジョンと目標 

‣ 検証コストの削減 

‣ 分散開発をより円滑に
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Step2:影響を受けるプロセス 
要件の検索

• アーキテクチャ変更の目的とビジョンをより詳細に記述す
るシナリオの作成
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Step3：異なるソリューションの分析

• 構成管理 
‣ システム構成や成果物管理 

• インタフェースの操作 

‣ インタフェースの使用方法を文書化：ドキュメント 

- 暗黙的な依存関係が観察できる可能性
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Step４・５：戦略の考察・決定

• 戦略ごとにプロセス領域の特徴を記述
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構成管理

製品統合戦略

アプリケーション開発に 
おける要件



IDEALモデル

• カーネギーメロン大学によって定められたソフトウェア開
発プロセス改善プログラム

[1]IDEALモデル - ITメディアエンタープライズ：http://www.itmedia.co.jp/im/articles/0711/06/news134.html
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観察の結果

• 提案手法を適用した結果 

• 従来の方法と比較し，プロセスの改善を容易にした 

• プロセスの変更はビジネス目標の変更に影響する 
‣ アーキテクチャの変更はあまり影響されなかった 

• スポンサーとの密な関係が重要
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まとめ

• プロセスの変更はビジネス目標の変更に影響する 

• アーキテクチャの変更はあまり影響はなかった 

• スポンサーとの密な関係は重要である
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所感

• どうしても主観的な結論である感が否めない 
• 何人がプロジェクトに参加したのか不明確 

• IDEALモデルについて知らなかった 
• 詳細の理解はまだまだなので勉強したい
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